
熱があっても元気そうだったら、必ずしも解熱剤を使用する必要はありません。
（解熱剤は、数時間症状を抑える対処療法薬で、病気の原因を根本的に治す薬ではありません）

※解熱剤の座薬の使用期限は、処方されてから１年が目安です。

処方の際
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